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Global warming can be named as a global serious environmental problem at present. Green decreases and carbon dioxide in the 

atmosphere increases, and the global surface is becoming warm one after another. And the one made by global warming a problem 

more is sea level rise. Fusion of the ice stored in a glacier in Antarctica and an ice floor and thermal expansion of seawater can be 

named as its cause. Future and the case that the country and the area which will be submerged the near future when global warming 

and sea level rise are being developed, come out are expected sufficiently. Bangladesh where the muslim subject in South Asia is a 

country is also national one with fear of submergence. It also depends on global warming besides the sea level rise in Bangladesh. A 

very rainy area and a little area are increasing by influence. There are a lot of areas where an embankment in a river won't be provided 

Bangladesh with later. Therefore the influence of a river flood is said to be this national big problem. 

 

1.はじめに 

現在，地球の深刻な環境問題として温暖化があげら

れる．緑が減り大気中の二酸化炭素が増え，地球の表

面はどんどん温まってきている．そして温暖化により

さらに問題とされるのが海面上昇である．その原因と

して南極大陸の氷河や氷床に貯蔵されていた氷などの

融解や，海水の熱膨張などがあげられる．今後も温暖

化，海面上昇が進んでいけば近い将来水没してしまう

国や地域が出てくることも十分に予想される．南アジ

アにあるイスラム教徒主体の国であるバングラデシュ

も水没の恐れがある国の一つである．バングラデシュ

では海面上昇以外にも温暖化による影響で極めて雨が

多い地域や少ない地域が増えてきている．また，バン

グラデシュは河川の堤防が整備されていない地域が多

い．そのため河川氾濫の影響はこの国の大きな課題と

されている． 

2.計画背景 

2.1 バングラデシュについて 

日本の半分程度の面積であるバングラデシュには 1

億 6000 万人の人が住み世界一の人口密度を誇る．  

国土の半分は海抜 5m 以下であり，国土の 90%が標高

9m 以下であるため，海面上昇による影響は大きい．ま

た洪水被害も甚大で雨季には平均で毎年国土の 30%が 

水に浸かり，10 年に 1 度の洪水では 40%が，20 世紀最

大といわれた 1980 年の洪水では 66%が水に浸かった．

しかし，洪水は必ずしも災害とは限らず，むしろ栄養

分をもたらし農業に利用されている．温暖化によるリ

スクとして，水害の増加，デング熱の増加，海水の氾

濫によって塩害が起きること，熱ストレスによって小

麦生産の適地が減少する可能性などが記載されている． 

 

Figure 1. The location of Bangladesh [1] 

2.2 自然災害 

バングラデシュは自然災害に対して脆弱な状況にある． 

 

Figure 2. The consideration which is slightly about a 

Bangladeshi tunami [2] 
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サイクロンは毎年のようにバングラデシュを襲い，し

ばしば大きな被害をもたらす． 

要因としては，遠浅の海からモンスーンの南風が吹き

つけ，5m ないし 10m といった高潮がしばしば発生す

ることがある． 

もう一つの要因は河川による活発な侵食である．河道

はいまでも変化しており，橋をかけても河が移動して

しまうことがある．1991 年にサイクロンの直撃をうけ

たノアカリ-チッタゴンの海岸域では 20 年間で 500 平

方キロの土地が侵食で消滅し，また 600 平方キロの新

たな土地が形成された．ガンジス川河口にあるハティ

ア島では年間 1km もの速度で過去 40 年にわたり北側

の海岸線が侵食され，一方では南側に陸地が造られた

結果，島全体が南へと移動してきた． 

2.3 人的要因 

人的要因としては，防災インフラの不備と，貧困が

挙げられる．ハティア島もそうであるが，確かにバン

グラデシュの自然条件は厳しい．だが，もしも防災イ

ンフラが整備されているならば，かなりの被害を軽減

できるであろう．そして何よりも，多くの人々は，貧

しいが故に，水害などで危険な場所であると分ってい

ても，そこに住み続けざるを得ない状況にある． 

  

Figure 3. The way which could be shaved with a flood on a 

river [3] 

2.4 治水インフラ 

改善と不備にあるように，高潮災害は，過去，継続

的に起きてきた．一定の改善は見られるものの，まだ

防災インフラは十分と言える水準にはない．治水につ

いては，高潮などの被害が頻発することを受けて，日

本の総延長に匹敵する規模で堤防が築かれたものの，

その質はまちまちなようだ．チッタゴンでは高潮の経

験 を踏まえて堤防を作っていたが，2015 年 8 月初旬

に筆者が偶々訪れたチッタゴン郊外 20km ほどの地点

にあった堤防は，破堤しており，すでに漁村まで水浸

しになってい．本格的な高潮には到底耐えられそうに

ない．そもそも堤防といっても，日本の感覚で言えば

土手といった方が近く，コンクリートでしっかり固め

ているわけでもなかった．都市の下水インフラにも問

題がある．雨水管や側溝はあるのだが，掃除も行き届

かない ためにすぐにつまり，水があふれる．熱帯なの

で雨季にはスコールが降るが，道路表層を川のように

流れる．ただでさえ施工の悪い道路やレンガ造りの歩

道は，この雨で侵食されてレンガは泥になってしまう．  

2.5 地盤沈下 

バングラデシュは全体としては水は極めて豊富に

ある。南部では堤防を作ることで治水は図られたが，

河川による土砂の堆 積作用が阻害された結果，50

年間で 1m から 1.5m の地盤沈下が起きた． 

3.基本計画 

 川により削られた土地や土を利用し，海面上昇の他

に津波や洪水，サイクロンという自然災害からの防

災施設兼堤防の提案をする．これらはプロトタイプ

として作り，川や海沿いに設置し、その土地に合わせ

形状を合わせ計画していく． 

 

 

Figure 4. Suggestion image in an embankment and 

compound facilities  

4.建築計画 

 堤防は内部に鉄骨を通し二重締切矢作工法により施

工し，堤防兼防空壕の役割を持たせる．また住宅は骨

組みだけ作り，セルフビルド形式にし，サイクロンや

洪水で家が壊れても即席に仮設住宅ができるように計

画する． 
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